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k 個の p次元正規標本からそれぞれ観測ベクトルが得られているモデルを考える. 共分散行列は既

知の正定値行列に標本間で共通の未知スカラーパラメータがかけ合わさった設定とし, スカラーパラ

メータの推定量も観測ベクトルとは独立に得られているとする.

Xi ∼Np(µi, σ
2V i), for i = 1, . . . , k,

S/σ2 ∼χ2
n.

このモデルにおいて, 次の 2次損失に基づく µ1, . . . ,µk の同時推定問題を考える. Q1, . . . ,Qk を既

知の p× p正定値対称行列として

L(δ,ω) =

k∑
i=1

(δi − µi)
⊤Qi(δi − µi)/σ

2,

ここで δi は µi の推定量, ω = (µ1, . . . ,µk, σ
2)である. 例えば誤差項に正規分布を仮定した k 本の

線形回帰式における回帰係数ベクトルの推定を予測 2乗損失で考えるとこのモデルに帰着される.

上記の設定において, k 個の観測ベクトルX1, . . . ,Xk をこれらの総平均

ν̂ = A

k∑
i=1

V −1
i Q−1

i V −1
i Xi where A =

(
k∑

i=1

V −1
i Q−1

i V −1
i

)−1

の方向へ縮小する推定量をベイズ的に導出し, それらを含む新しいミニマックス推定量のクラスを構

成する. 特に Qi = V −1
i の場合にベイズ (故に許容的)かつミニマックスな推定量を導出する. 先行

研究 [2], [3]は 2標本問題までの考察に留まっている. 1つの標本のみの損失を考えた場合や [1]で提

案されている行列型の縮小推定量についても議論する予定である.
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